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金沢大学附属病院 副病院長

谷内江 昭宏

北陸の
大学病院

特　集

F E A T U R E大
学
病
院
の
医
療
戦
略
を
駆
使
し
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
医
学
的
陣
頭
指
揮
を
執
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
に
蔓
延
し
、
い
ま
だ
終
わ
り
は
見
え
な
い
。

金
沢
大
学
附
属
病
院
副
病
院
長
・
医
療
安
全
管
理
部
長
の
谷
内
江
昭
宏
氏
は
、

大
学
の
知
と
医
療
資
源
を
投
じ
、
医
学
者
と
し
て
石
川
県
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
強
力
に
支
援
し
て
い
る
。

安
全
な
医
療
提
供
の

体
制
づ
く
り
を
推
進

　
谷
内
江
昭
宏
副
病
院
長
は
平
成
26
年
、
金

沢
大
学
附
属
病
院
医
療
安
全
管
理
部
長
に
就

任
。人
為
的
ミ
ス
に
よ
る
医
療
過
誤
を
は
じ
め
、

様
々
な
医
療
事
故
を
可
能
な
限
り
防
止
し
、
安

全
・
安
心
に
裏
打
ち
さ
れ
た
医
療
を
提
供
す
る

べ
く
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
の
が
医

療
安
全
管
理
部
の
役
割
で
あ
る
。
金
沢
大
学
附

属
病
院
で
は
常
日
頃
よ
り
安
全
管
理
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
谷
内
江
先
生
は
、
小
児
科
主
任

教
授
の
務
め
と
並
行
し
て
安
全
管
理
業
務
に
あ

た
っ
て
き
た
が
、
定
年
退
職
を
機
に
医
療
安
全

管
理
部
の
専
従
と
な
っ
た
。

　
近
年
、
全
国
の
医
療
施
設
で
医
療
安
全
管

理
の
重
要
性
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
所
以
は
、
深
刻
な
医
療
過
誤
が
か
な

り
の
数
に
上
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
背
景
に

は
、
医
療
の
高
度
化
と
患
者
の
高
齢
化
が
あ
る

と
さ
れ
る
。
熟
練
を
要
す
る
高
難
度
の
外
科
手

術
、
複
数
の
疾
病
を
抱
え
る
患
者
の
診
療
、
転

倒
や
誤
飲
を
起
こ
し
や
す
い
高
齢
者
の
入
院
な

ど
、
医
療
事
故
を
引
き
起
こ
す
要
因
が
増
加
。

医
療
従
事
者
も
ま
た
、
仕
事
の
複
雑
化
や
オ
ー

バ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
、
人
為
的
ミ
ス
を
起
こ
し
か

ね
な
い
労
働
環
境
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
リ
ス
ク
因
子
が
重
合
し
て
医
療
事
故
の

引
き
金
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

　
医
療
安
全
管
理
部
で
は
、
医
師
、
看
護
師
、

薬
剤
師
な
ど
多
職
種
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
各
診

療
科
の
病
棟
医
長
・
外
来
医
長
や
各
病
棟
の

看
護
師
長
が
集
ま
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
定
期

的
に
行
う
。そ
こ
で
は
、事
故
に
は
至
ら
な
か
っ

た
も
の
の
、
事
故
の
予
兆
と
な
る「
気
づ
き
」を

綿
密
に
拾
い
上
げ
て
い
く
。
万
一
、
事
故
が
起

き
た
場
合
に
は
、
原
因
の
究
明
と
防
止
策
を
検

討
し
、
再
発
防
止
に
つ
な
げ
る
。

　
直
近
の
活
動
に
は「Rapid Response 

Team

」の
結
成
が
あ
る
。
近
年
、
院
内
で
生

じ
た
急
変
に
対
し
て
救
急
処
置
の
専
門
チ
ー

ム
が
対
処
す
る
仕
組
み
、「Rapid Response 

System

」が
世
界
的
に
広
ま
っ
て
い
る
。「
本
院

で
も
何
ら
か
の
急
変
が
起
こ
っ
た
と
き
、
速
や

か
に
駆
け
つ
け
る
シ
ス
テ
ム
は
以
前
か
ら
取
り

入
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
メ
ン
バ
ー
を
特

定
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
う
ま
く
機
能
し
て

い
な
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
と
す
る
、
機
動
力

の
あ
る
チ
ー
ム
を
新
た
に
組
み
ま
し
た
」

県
の
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の

指
導
的
立
場
に
就
く

　
谷
内
江
先
生
は
長
年
に
わ
た
り
、
小
児
科
学

と
免
疫
学
を
専
門
に
、
臨
床
と
研
究
に
邁
進
し

て
き
た
。
自
己
炎
症
性
疾
患
で
あ
る
家
族
性
地

中
海
熱
や
全
身
型
若
年
性
特
発
性
関
節
炎
、
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複
合
免
疫
不
全
症
で
あ
る
オ
ー
メ
ン
症
候
群
な

ど
、
診
断
や
治
療
が
難
し
い
原
発
性
免
疫
不
全

症
候
群
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
経
験
と
免
疫
学
の

高
度
な
専
門
性
を
備
え
る
谷
内
江
先
生
は
目

下
、
石
川
県
医
療
調
整
本
部
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
な
ら
び
に
石
川
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
専
門
家
会
議
の
座
長
を
務
め

て
い
る
。
令
和
２
年
２
月
、
県
内
最
初
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
が
確
認
さ
れ
、

第
１
波
が
襲
来
し
た
２
年
４
月
当
時
を
こ
う
振

り
返
る
。

　「
石
川
県
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
私

は
感
染
拡
大
の
危
機
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
実
態
は
お
ろ
か
、
感
染

症
の
臨
床
経
過
も
治
療
法
も
何
一
つ
わ
か
ら
な

い
状
況
で
感
染
症
対
策
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
患
者
数
が
増
え
続
け
て
い
る
と
い
う
の
に
、

医
療
体
制
は
整
わ
ず
、
病
床
は
足
り
な
い
。
患

者
さ
ん
の
中
に
は
1
週
間
以
上
も
自
宅
待
機
を

強
い
ら
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

な
病
院
に
お
願
い
し
、
突
貫
で
病
床
を
増
や
し

て
い
た
だ
い
た
。
幸
い
、
大
学
病
院
と
県
下
の

病
院
に
は
良
好
な
関
係
が
あ
り
、
何
か
と
お
願

い
し
や
す
く
、
助
け
ら
れ
ま
し
た
」

　「
私
は
、
金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー
の
阪
上
先
生

と
と
も
に
、
感
染
症
患
者
さ
ん
の
症
状
を
確
認

し
て
入
院
先
を
振
り
分
け
な
が
ら
、
病
床
や
検

査
機
関
の
確
保
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
医
療
施

設
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
も
と
に
治
療
法

を
試
行
錯
誤
す
る
し
か
な
か
っ
た
。現
在
で
は
、

厚
労
省
の『
診
療
の
手
引
き
』は
第
6.2
版
、
69

ペ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
初
は
わ
ず
か

17
ペ
ー
ジ
で
し
た
」

※
初
版
で
は
治
療
に
関
わ
る
記
述
部
分
が
３
ペ
ー
ジ
、

現
在
は
25
ペ
ー
ジ
あ
り
ま
す
。

４
月
中
旬
に
は
、
金
沢
大
学
附
属
病
院
も

病
棟
を
あ
け
て
重
症
患
者
の
受
入
れ
を
開
始
。

ほ
ど
な
く
、
軽
症
の
感
染
者
は
入
院
先
の
病
院

か
ら
県
が
用
意
し
た
宿
泊
施
設
へ
移
り
、
病
床

不
足
は
解
消
さ
れ
る
。

　
も
う
一
つ
、
谷
内
江
先
生
が
苦
慮
し
た
の
は

ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
だ
。
同
年
４
月
、
多
数
の

高
齢
者
が
入
院
す
る
病
院
で
大
規
模
な
ク
ラ
ス

タ
ー
が
起
こ
り
、「
迅
速
対
応
が
い
か
に
大
切

で
あ
る
か
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
感
染
拡
大
が

１
次
、
２
次
と
連
鎖
的
に
起
こ
っ
て
い
く
現
場

で
は
、
感
染
を
有
効
的
に
止
め
る
こ
と
が
非
常

に
難
し
い
」。
こ
の
件
が
契
機
と
な
り
、
石
川

県
独
自
の「
い
し
か
わ
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
班
」が

設
置
さ
れ
た
。
国
が
派
遣
す
る
ク
ラ
ス
タ
ー
班

が
主
に
疫
学
的
調
査
を
行
う
の
に
対
し
、
県
の

ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
班
は
初
動
対
応
に
重
点
を
置

き
、
感
染
初
期
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
感
染
対
策
の

細
か
な
指
導
を
行
う
。

　
令
和
３
年
２
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま
り
、
令
和
３
年
10

月
に
金
沢
大
学
で
は
、
市
村
宏
特
任
教
授（
ウ

イ
ル
ス
学
）の
主
導
で
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
者

１
５
０
０
人
を
対
象
と
す
る
抗
体
保
有
調
査
に

着
手
。
附
属
病
院
で
採
血
や
聞
き
取
り
調
査

を
行
い
、
免
疫
獲
得
状
況
を
調
べ
る
こ
と
で
今

後
の
感
染
対
策
に
活
用
す
る
こ
と
を
狙
う
。

大
学
の
人
材
を
投
じ
て
石
川
県

版「
診
療
の
手
引
き
」を
作
成

　
令
和
４
年
２
月
現
在
、
谷
内
江
先
生
は
、
医

療
調
整
本
部
で
県
内
入
院
患
者
の
情
報
を
一
元

化
し
、
石
川
中
央
医
療
圏
の
入
院
調
整
と
全
県

の
転
院
調
整
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　「
令
和
３
年
４
月
か
ら
６
月
の
第
４
波
で
は
、

酸
素
投
与
が
必
要
な
中
等
症
Ⅱ
以
上
の
入
院

調
整
に
つ
ら
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
５
月
に
な

る
と
病
床
稼
働
率
が
90
％
を
超
え
、
病
院
の

負
担
は
大
き
く
、
混
乱
を
来
し
ま
し
た
」、「
私

た
ち
は
患
者
さ
ん
の
入
院
時
の
状
態
は
わ
か
っ

て
い
ま
す
が
、
入
院
し
て
か
ら
の
診
療
プ
ロ
セ

ス
、
治
療
実
態
を
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。
ど
の

よ
う
な
治
療
を
行
え
ば
よ
い
か
と
い
う
情
報
を

医
療
施
設
同
士
で
共
有
で
き
れ
ば
、
つ
ぎ
の
感

染
拡
大
時
に
役
立
つ
は
ず
で
す
。
と
は
い
え
、

現
場
は
目
の
前
に
い
る
患
者
さ
ん
の
治
療
で
手

一
杯
。
県
内
各
病
院
の
治
療
実
態
を
俯
瞰
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
第
５
波
ま

で
を
振
り
返
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
28
カ
所
の

入
院
対
応
病
院
は
、
重
症
患
者
の
担
当
、
中
等

症
患
者
の
担
当
、
軽
症
患
者
の
担
当
、
と
機
能

分
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
各
病
院
が
治
療
内
容

を
向
上
さ
せ
ら
れ
れ
ば
、
も
っ
と
柔
軟
な
対
応

も
可
能
に
な
り
ま
す
」

　
こ
う
し
て
、
治
療
プ
ロ
セ
ス
の
見
え
る
化
と

標
準
化
を
目
的
に
、
診
療
デ
ー
タ
の
分
析
が
始

ま
る
。
デ
ー
タ
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︲
19
入
院
対

応
病
院
に
お
け
る
４
６
０
１
名
の
Ｅ
Ｆ
フ
ァ
イ

ル
か
ら
得
る
こ
と
と
し
た
。
Ｅ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
、

１
入
院
当
た
り
の
急
性
期
入
院
医
療
包
括
払
い

制
度（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
制
度
）に
対
応
す
る
診
療
報
酬

の
算
定
情
報
が
含
ま
れ
、
ど
の
よ
う
な
診
療
行

為
を
、
い
つ
、
ど
れ
だ
け
行
っ
た
の
か
が
わ
か

る
。
デ
ー
タ
分
析
に
は
疫
学
の
専
門
性
が
必
要

で
あ
っ
た
た
め
、
金
沢
大
学
先
進
予
防
医
学
研

究
セ
ン
タ
ー
の
觀
音
隆
幸
特
任
助
教
に
任
さ
れ

た
。
分
析
の
結
果
、
医
療
施
設
ご
と
に
治
療
内

容
の
ば
ら
つ
き
が
見
出
さ
れ
る
。

　「
薬
剤
の
使
い
方
を
知
る
こ
と
で
、
病
院
の

立
ち
位
置
や
事
情
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
重
症

化
に
備
え
て
予
防
的
な
治
療
を
行
っ
た
の
か
、

現
時
点
で
の
病
態
に
合
わ
せ
て
厚
労
省
の『
診

療
の
手
引
き
』に
従
っ
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
の

治
療
経
験
を
も
と
に
、
使
い
慣
れ
た
治
療
法
を

採
っ
た
の
か
、
な
ど
で
す
。
そ
こ
で
、
入
院
対

応
病
院
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
治
療
内

容
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
ま
し
た
」

　
コ
ア
メ
ン
バ
ー
は
12
名
、
金
沢
大
学
附
属
病

院
か
ら
は
谷
内
江
先
生
、
コ
ロ
ナ
禍
初
期
か
ら

重
症
患
者
の
治
療
や
感
染
対
策
の
前
線
に
立

つ
、
救
急
医
学
専
門
の
岡
島
正
樹
教
授
、
血
液

学
の
専
門
家
と
し
て
血
栓
症
に
詳
し
い
森
下
英

理
子
教
授
、
そ
し
て
觀
音
特
任
助
教
が
加
わ
っ

た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
推
奨
す
べ
き
治
療
法
、
お

よ
び
主
治
医
の
裁
量
で
許
容
可
能
な
診
療
に
つ

い
て
議
論
し
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

治
療
に
関
す
る
石
川
県
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」が

ま
と
め
ら
れ
た
。
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北陸の
大学病院

特　集

F E A T U R E

やちえ・あきひろ谷内江 昭宏
金沢大学附属病院 副病院長
金沢大学附属病院 医療安全管理部長
石川県医療調整本部コーディネーター
石川県新型コロナウイルス感染症対策専門家会議座長

［略歴］
昭和54年3月	 金沢大学医学部卒業

同4月	 金沢大学医学部小児科学教室入局
昭和58年7月	 米国国立衛生研究所（NIH）客員研究員
昭和63年4月	 金沢大学小児科助手
平成	 6年7月	 金沢大学小児科講師
平成	 8年7月	 金沢大学小児科助教授
平成	 9年4月	 金沢大学保健学科教授
平成20年4月	 金沢大学小児科教授
平成24年4月	 金沢大学附属病院 副病院長（兼任）
平成31年3月	 定年により小児科主任教授を退職
平成26年4月	 金沢大学附属病院 副病院長
	 	 	 金沢大学附属病院 医療安全管理部長
平成31年4月	 金沢大学附属病院 特任教授
令和	 2年4月	 石川県医療調整本部コーディネーター

同7月	 石川県新型コロナウイルス感染症対策専門家会議座長

PROFILE

コ
ロ
ナ
禍
に
予
断
は
許
さ
れ
な

い
。
高
齢
者
と
病
児
を
護
る
！

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
単
な
る
ウ

イ
ル
ス
性
呼
吸
器
疾
患
で
は
な
く
、
血
管
障
害

が
誘
起
す
る
全
身
炎
症
性
疾
患
だ
と
い
わ
れ
て

い
る
。治
療
に
は
、ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
ブ
ロ
ッ

ク
す
る
中
和
抗
体
薬
、
増
殖
を
抑
え
る
抗
ウ
イ

ル
ス
薬
、
炎
症
を
抑
え
る
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
や
免

疫
抑
制
薬
、
血
栓
を
予
防
す
る
抗
凝
固
薬
が

主
に
用
い
ら
れ
る
。
上
述
の「
治
療
に
関
す
る

石
川
県
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」に
は
、
こ
れ
ら
薬

剤
使
用
に
関
す
る
指
針
が
記
さ
れ
、
今
後
の
診

療
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
一
方
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
第
６
波
が
始

ま
り
、
谷
内
江
先
生
は
警
告
す
る
。

　「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
国
内
を
席
巻
し
て
い
ま

す
が
、
心
配
な
の
は
、
患
者
数
に
気
を
と
ら
れ
、

中
等
症
や
重
症
の
人
を
捉
え
損
な
う
こ
と
で

す
。
新
た
な
変
異
株
の
出
現
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
し
、
想
像
し
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
変
異
株
は
、
デ
ル
タ
株
の
よ
う
に
強
い
病
原

性
を
持
ち
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
よ
う
に
感
染
力

の
高
い
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
今

後
も
、
高
齢
者
施
設
や
重
篤
化
し
や
す
い
人
の

い
る
医
療
施
設
を
中
心
に
感
染
防
止
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
感
染
拡
大

を
抑
え
込
む
た
め
に
社
会
活
動
へ
急
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

感
染
ゼ
ロ
は
い
ま
の
と
こ
ろ
無
理
な
話
。
感
染

速
度
を
下
げ
る
こ
と
で
医
療
の
逼
迫
を
回
避
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
感
染
に
も
言
及
す
る
。

「
子
ど
も
の
感
染
が
急
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
場
合
、
子
ど
も
が
重
症
化

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
し
ょ
う
。
た
だ

し
、
家
庭
内
で
子
ど
も
か
ら
大
人
に
う
つ
る
水

平
感
染
に
は
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
同

居
家
族
に
重
症
化
リ
ス
ク
の
あ
る
人
が
い
る
場

合
。
も
う
一
つ
は
、
家
族
に
医
療
従
事
者
が
い

て
、
感
染
し
て
し
ま
う
か
、
濃
厚
接
触
者
に
な

る
か
に
よ
り
、
社
会
活
動
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
で
す
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
小
児
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
で
き
る
体
制
を
速
や
か
に
整
え
て

お
く
べ
き
か
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
心
配
な
の

は
、
感
染
す
る
と
重
症
化
の
リ
ス
ク
が
あ
る
疾

患
、
免
疫
不
全
症
な
ど
を
抱
え
た
子
ど
も
が
大

学
病
院
に
は
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の

子
た
ち
が
感
染
す
る
こ
と
だ
け
は
、
な
ん
と
し

て
も
防
が
な
く
て
は
い
け
な
い
」。
コ
ロ
ナ
禍
の

収
束
が
見
え
る
ま
で
は
、
生
命
の
護
り
人
た
ち

の
闘
い
は
止
ま
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　


